




































「づふう（頭風） 」の項目が、平安時代から江戸時代までに成立したいくつかの文献からの用例を掲げて立項されているが、 『小学館古語大辞典』 （小学館・一九八三年刊） （以下『小学館』と呼ぶ） 、『角川古語大辞典』 （角川書店・一九八二～九九年刊） （以下『角川』と呼ぶ） 、 『時代別国語大辞典
　
室町時代編』 （三省堂・一九八五
～二〇〇一年刊） （以下『時代別』と呼ぶ）では、いずれも「づふう（頭風） 」の項目を立て、古典文献からそれぞれ数例を挙げているものの、 「つふう 痛風） 」の立項はない。しかも、 『時代別』の「づふ 」の項目では 『日国 とは逆に『きのふはけふの物語』の〝つふう〟をも挙例されている。 「つふう（痛風） 」の確実な用例は見出しがたい。 『戯言養気集』
1615
年頃成立）にはこの類
話があるが、 ほぼ同じ文脈で「づふう（頭風） 」の類義語 〝頭痛〟が使われている。そもそも、登場人物の出任せの口実だからとはいえ、頭部に関わ 病気ならと かく、関節痛に枕 効能を説くということは極めて理解 にく 当該の〝つ 〟は、 「づふう（頭風） 」と解すのが適切である 日国』は、 「江戸笑話集本」を出典としているため 、 「つふう（痛風） 」という幻の語 項してしまったことになる。　
そこで、本稿では、 「大東急記念文庫本」に存する〝下〻〟 （こ












































































していないものの、 〝たいりさまとて下〻のたやすくまいる所にてはないそ〟に頭注を施し、 「天子の御住居である宮殿で、下々の者が気やすく来る所ではない。 」という訳を与えており、 〝下〻〟の部分を「下々の者」と解している　
次に、 「北原保雄編本」 では、 その 「索引篇」 によれば、 当該の
〝下



















































「 『げゝ』は下々。身分 低い者たち。 」と説明し、現代語 では〝下々の者〟と訳し、 「江戸笑話 と同じ解釈を示 ている。　
次に、 「武藤禎夫訳本」では、 〝下々の者〟という訳で、これも
「江戸笑話集」と同様の解釈をしている。　








































































































































































































　『小学館』には、 「ゲゲ」 、 「したじた」の項目が存する。　　
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ござりまらする」 〈虎清本狂言・鈍根草〉 。 「夜明けての御
　　































































































































































































































意味の〈身分の低い、下々の者〉は、 『日国』では、 「げげ」の語義の①、 「したじた」の語義 ①、 「しもじも」の語義、 『小学館』では、 「げげ」の語義の① 「したじた」の語義、 『角川』では、 「げげ」の語義の❷、 「したじた」の語義の❶、 「しもじも」の語義、 『室町』では、 「げげ」の語義の❷、 「したじ 」の語義、 「しもじも」の語義に、 それぞれ該当する。 そ 限りにおいて、 当該の 〝下〻〟 は、「げげ」 、 「したじた」 、 「しもじも」の、いずれの可能性も有することになる。しかし そもそも個々の字典の掲げるこれらの項目の語義自体が妥当であるとは限らない。例えば、 『室町』では げげ」 の❷ 用例として、 『日葡辞書』 （
1603-4
年刊）の「げ
















つほねたち〟の、 〝是はたいりさまとて下〻の やすくまいる所にてはないそはや〳〵いつか へもまいれ〟という発話中の表現である。たしかに、この〝下〻〟を〈身分の低い、下々の者〉意味 解しても、それなりに文意は通 が、発話の主体が〝御つほね〟であることからす は、彼ら〝 うちやくなるもの も〟が皇居に参入す 資格があるか否かを 御つほねたち〟は問題にしていると考えるべきである。皇居に入る資格とは、朝廷に直接仕えているということにほかな ない。 〝御つほねたち〟 って、〝はうちやくなるものとも〟は、明らかに朝廷には仕えていない、参入を拒否すべき存在のわけである。　
では、朝廷に仕えている人は、どのような人たちなのか。 『日







































































































































とあるのは、朝廷に仕えていない人を、朝廷に仕える人 区別するために、 「げげ（下々） 」という語が生じ 、あるいは、 「げげ」にそういう意義が生じたと考えられる。　『日葡辞書』には、 「したじた（下々） 」の項目があるが、　　
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の、語としての特定をめぐって、諸本 表記、先行の見解、主要な国語大辞典・古語大辞典の関連項目の検討、 当該〝下〻〟の『日葡辞書』との突き合わせによる吟味の結果 〝下〻〟は、であり、文脈的には〈公家衆ではない者〉 いうような意味になると考えられることを述べた。 「げげ」の、このような公家用語ともいうべき、 〝はうちやくなものとも〟にとっての難解さが 御つほねたち〟との対話をいっそう困難にしたに違い 。　
なお補足すれば、 『日国』の「げげ」の項目に関して、語義の
①の用例として、 『名語記』 挙げているが、これは語義 ③語源を推測する過程で述 ている箇所で、必ずし 〈身分の低い人たち〉の意として〝下〻 いう語があることを前提としてないので、挙例には適さない。また、 『日葡辞書』から「
G
uegue
（ゲゲ） 〈訳〉公卿以外のすべての人々」と引用しているが、 「公卿」
22
は「公家」の誤りであることになる。注１
　
日本古典文学大系『江戸笑話集』二九ページ。
〈うるしざき
　まさと／本学教授〉
